


新年明けましておめでとうございます。院長の堀内でございます。

令和8年（2026年）を迎えるにあたりひとことご挨拶をさせていただきたく存じ
ます。
福岡市内および糟屋郡の医療機関の皆様方には、平素より福岡市民病院と緊密に

連携していただき誠に有難うございます。お蔭様を持ちまして、患者さんの円滑な
紹介と受け入れが可能となっていると思います。心よりお礼を申し上げます。今後
も地域医療のお役に立てるように努めてまいります。本年もどうかよろしくお願い
申し上げます。

さて、福岡市民病院にとりまして今年、令和8年は大きな転換の年となります。
新病院の移転先が2月には正式に決定される予定です。それをふまえて、国家公務
員共済組合連合会千早病院との再編成に向けた協議も、より具体的に進める環境が
一層整ってまいりました。新病院の建設に向けて大きな一歩を踏み出す最初の年と
なります。短期的には、昨今の厳しい医療環境のなかで病院経営を軌道に乗せる努
力を怠ってはなりませんが、中・長期的には新病院が果たすべき機能と役割を検討
していかなければなりません。2040年を見すえた新しい地域医療構想も今年は明確
に見えてくると思います。

福岡市民病院は、今後、多面的、多層的な視点から新病院の使命を自問し、あり
方を追求してまいります。そのことが結果的に、新病院の存在意義を高め、社会貢
献にまい進できる体制の構築につながると思います。今年から始まる新病院完成ま
での道のりは決して容易なものではありませんが、職員一丸となって一つ一つ課題
をクリアし、前に進んでまいります。

では福岡市民病院の使命は何か。救急や感染症医療など、たとえ不採算部門で
あっても必要とされる医療を担い、福岡市民の健康と福祉を守りぬくこと、この一
言に尽きると私は考えています。そしてこの使命を将来にわたって果たし続けるた
めには、経営の安定も同時に実現していくことが不可欠であります。公的病院の使
命実現と経営の安定化、一見両立が難しい、しかしどちらも重要なこの二つの命題
に、今年は懸命に挑戦してまいります。



昨年から今年にかけて、世の中は長期のお休み、9連休でした。インフルエンザ
流行の程度が読めない中、福岡市民病院は、福岡市および福岡市医師会の要請に応
じる形で1月2日の1次救急を担当しました。加えて、病院独自の取り組みとして、
昨年12月30日、31日、今年1月2日の3日間は救急の担当医を例年の2倍に増やして2
次救急に対応しました。今後も状況に即応する形で救急を機動的に運用していきた
いと思います。この機動的運用には、新型コロナ禍への対応で当院が培うことがで
きたノウハウも生かされています。今後も来るであろうさまざまな感染症の流行に
即応するために、このノウハウを積み重ね、継承していきたいと思います。

今年の干支は午ですね。私が真っ先に思い浮かべた諺は、月並みではありますが
「塞翁が馬」です。この言葉は、目の前の出来事を一喜一憂するのではなく、変化
の中にこそ次の可能性があるという教えだと思います。新病院の建設や病院を取り
巻く環境の変化は、予想を超えた厳しいものかもしれませんが、その一つ一つを糧
とし、より良い医療を地域に提供する機会へと転じてまいりたいと考えております。

私たちに課せられた5つの使命である、感染症医療、救急医療、災害医療、高度
医療、そして地域医療への貢献を改めて胸に刻んで日々診療に努めてまいります。
本年もご指導、ご支援を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

福岡市民病院
院長 堀内 孝彦

謹賀新年



◎感染症分野における当院の歩み

当院は2013年に第二種感染症指定医療機関として福岡県から指定を受け、二類感染症、新
型インフルエンザ等感染症が発生した際には入院対応にあたります。2020年初頭より始まっ
た新型コロナウイルス感染症の流行に際しては、重点医療機関に指定されたこともあり、院
内一丸となり、軽症から超重症まで多くの患者さんを受け入れ、治療に奔走いたしました。

現在4床の感染症病床を有しており、保健所や検疫所などと対象感染症の患者発生を想定
した訓練を定期的に行い、有事に備えています。感染症内科は、指定医療機関としての役割
を充実させるべく2015年に開設され、当初は医師1人体制からスタートしましたが、2021年
度より3人体制となりました。

◎当科の活動

地域の医療機関からのご紹介を含め、外来を受診される患者さんは、肺炎や尿路感染症、
皮膚軟部組織感染症などの種々の感染症、渡航関連感染症が疑われる方、不明熱の方など、
多岐にわたります。自科での診療だけでなく、各科からのコンサルテーションへの対応や血
培陽性症例への介入、抗菌薬適正使用支援チーム（AST）としての活動の他、院内感染対策
チーム（ICT）の一員として感染対策などにも取り組んでいます。また他施設からの依頼を
受け、感染症や感染対策に関するレクチャーなども行っております。

◎抗菌薬適正使用に向けて

近年、世界的に薬剤耐性菌が大きな問題となっております。当院でも、以前は数年に1回
程度の検出頻度だったある種の多剤耐性菌が1年に数件検出されるような事態も発生してお
り、市中にそういった多剤耐性菌が広がりつつあることが危惧されます。また最近の研究に
おいても、耐性菌が関与する死亡者数が当初の想定よりも早い勢いで増加している可能性が
示されており、早急に、かつ確実な対策を行うことが望まれます。

当院では、抗菌薬開始前の培養検査提出、広域抗菌薬からの速やかなde-escalation（より
適切な狭域抗菌薬への変更）などについて、細菌検査技師や薬剤師と連携を取りながら適宜
各診療科への呼びかけを行い、抗菌薬適正使用を目指しています。また薬剤耐性菌の検出時
は、迅速に各部署へ周知し、感染対策を開始し、薬剤耐性菌の拡大・蔓延を防いでおります。

感染症内科 感染症内科 科長代理 原田由紀子

感染症内科 左から、後藤健志医師、原田由紀子医師、芳野秀治医師



◎成人対象ワクチン外来の開設

感染予防の側面から、ワクチンで防げる疾患（VPD）に対しては、特に基礎疾患を有する
方や免疫抑制者へのワクチン接種が重要となります。最近、成人を対象とした帯状疱疹ワク
チン、RSウイルスワクチン、新規の肺炎球菌ワクチンなどが開発され、国内でも接種できる
ようになりました。

肺炎球菌に関しては、小児に対する肺炎球菌ワクチン接種が進んだことで、流行する血清
型が以前と変わり、従来の肺炎球菌ワクチンでカバーできていない血清型の肺炎球菌が増え
ているということが分かっております。新規の肺炎球菌ワクチンは、そういった新たに増え
ている血清型に対応しています。

また、乳幼児に重症の呼吸器感染症を起こすイメージの強いRSウイルスですが、当院で肺
炎などにより呼吸状態が悪化したり、ベースにある基礎疾患が悪化して集中治療を要するほ
どに全身状態不良となったりするような患者さんの中に、FilmArray検査（呼吸器パネル）で
RSウイルスが陽性となる方が思った以上に多くいらっしゃることが分かってきました。成人
においてはRSウイルスの検査を行う機会がなかなかないため、これまでは見逃されていた可
能性もあります。

患者さんが、播種性帯状疱疹で治療に難渋したり、何度も肺炎球菌感染を繰り返したり、
そして特に基礎疾患を有する方がRSウイルスや新型コロナウイルスの感染により重症化した
りするような状況を鑑みて、感染予防の重要性を再認識し、このたび成人対象のワクチン外
来を開設することといたしました。帯状疱疹ワクチン、RSウイルスワクチン、肺炎球菌ワク
チン、そして新型コロナワクチンの4種を取り扱う予定です。2026年4月の開始に向けて着々
と準備を進めておりますので、準備が整いましたら改めてご案内申し上げます。

◎感染症内科として心がけたいこと

感染症は、あらゆる人、あらゆる臓器に起こり得るものであり、患者さんの診療において
他診療科や多職種との連携、医療機関同士の連携が非常に重要になると考えております。ま
た世界では様々な感染症が現在進行形で発生しており、先に述べたように耐性菌の問題も深
刻です。人々の移動や、外国人の長期滞在も増えている現在、種々の感染症が日本に持ち込
まれるリスクは高く、また新型コロナのような新規の感染症が出現してパンデミックとなる
可能性も十分あります。

感染症内科 感染症内科 科長代理 原田由紀子

感染症対策チームスタッフ

そういった感染症の発生動向に常に注
目し、迅速に対応できるよう、また日々
の診療におきましては患者さん1人1人と
真摯に向き合いながら、質の高い感染症
診療を提供できるよう、心がけてまいり
ます。

そして、感染症診療を担う病院として、
その役割を果たすべくスタッフと一致団
結し、皆様に貢献できるよう励んでまい
りますので、今後とも何卒よろしくお願
い申し上げます。



⇐ご視聴はこちらから

ご視聴はこちらから⇒



★トピックス 全館で無料Wi-Fiが使えます！

全館で無料Wi-Fiが使えます。
少しでも入院患者さんに快適な入院生活をお送りいただけるよう、
他にも手を尽くしてまいりたいと考えております。

外来受診の場合 

診療受付時間 🕗 月～金曜日【8：30～11：00】 
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初診は予約制ではないため、紹介状をお渡しのうえ、当院へご案内ください。 
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急患・ご紹介の場合は、地域医療連携室までご連絡ください。            
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（TEL：092-632-1111） 

 

検査の予約方法 

予約受付時間 🕗 月～金曜日【8：30～17：00】 直接ご連絡もしくは FAXをお願いします。 
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病院代表：092-632-1111 

放射線受付（内線 1105）   

地域医療連携室 

(FAX：092-632-3431） 
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病院代表：092-632-1111 

内視鏡室（内線 1313） 

   地域医療連携室 

   （FAX：092-632-3431） 
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